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【公開番号】特開2018-36119(P2018-36119A)
【公開日】平成30年3月8日(2018.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-009
【出願番号】特願2016-168771(P2016-168771)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/493    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/531    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/493    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   33/531    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月19日(2019.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロテアーゼを含む非特異反応抑制剤と、尿試料とを接触させる工程を含む、尿試料中
の多糖抗原を検出または定量するためのイムノクロマトグラフィー法における前処理方法
。
【請求項２】
　前記多糖抗原が肺炎球菌またはレジオネラに由来する、請求項１に記載の前処理方法。
【請求項３】
　前記プロテアーゼがプロテイナーゼＫである、請求項１または２に記載の前処理方法。
【請求項４】
　前記プロテアーゼを含む前記非特異反応抑制剤と、前記尿試料とを接触させる工程が、
前記尿試料と前記非特異反応抑制剤を含む前処理液中で接触させる工程である、請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の前処理方法。
【請求項５】
　前記前処理液における前記プロテアーゼの濃度が０．００２Ｕ／ｍｌ以上である、請求
項４に記載の前処理方法。
【請求項６】
　前記前処理液における前記プロテアーゼの濃度が４．６６Ｕ／ｍｌ以上である、請求項
４に記載の前処理方法。
【請求項７】
　前記前処理液における前記プロテアーゼの濃度（Ｕ／ｍｌ）と前記プロテアーゼおよび
前記試料が接触する時間（ｈｒ）との積が０．１４以上である請求項４乃至６のいずれか
１項に記載の前処理方法。
【請求項８】
　前記プロテアーゼを含む前記非特異反応抑制剤と、前記尿試料とを接触させる工程が加
温されることなく行われる、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の前処理方法。
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【請求項９】
　尿試料中の多糖抗原を検出または定量するためのイムノクロマトグラフィー法に用いら
れる非特異反応抑制剤であって、プロテアーゼを含む、非特異反応抑制剤。
【請求項１０】
　前記多糖抗原が肺炎球菌またはレジオネラに由来する、請求項９に記載の非特異反応抑
制剤。
【請求項１１】
　前記プロテアーゼがプロテイナーゼＫである、請求項９または１０に記載の非特異反応
抑制剤。
【請求項１２】
　前記尿試料の前処理液または展開液として用いられる請求項９乃至１１のいずれか１項
に記載の非特異反応抑制剤。
【請求項１３】
　試料供給部と、
　前記試料供給部の下流側に位置するクロマトグラフ媒体と、
　標識試薬が溶出可能に保持された標識試薬保持部と、
　固定化抗体を含む検出部と、
を有するテストストリップおよび、
　請求項９乃至１２のいずれか１項に記載の非特異反応抑制剤を含む、イムノクロマト試
薬。
【請求項１４】
　前記非特異反応抑制剤が、前記テストストリップの前記試料供給部から前記標識試薬保
持部までのいずれかの部位に含まれる、請求項１３に記載のイムノクロマト試薬。
【請求項１５】
　試料供給部と、
　前記試料供給部の下流側に位置するクロマトグラフ媒体と、
　標識試薬が溶出可能に保持された標識試薬保持部と、
　固定化抗体を含む検出部と、
を有するテストストリップを用いて、イムノクロマトグラフィー法により尿試料中の多糖
抗原を検出または定量する方法であって、
　請求項９乃至１２のいずれか１項に記載の非特異反応抑制剤を用いる、方法。
【請求項１６】
　試料供給部と、
　前記試料供給部の下流側に位置するクロマトグラフ媒体と、
　標識試薬が溶出可能に保持された標識試薬保持部と、
　固定化抗体を含む検出部と、
を有するテストストリップを用いて、イムノクロマトグラフィー法により尿試料中の多糖
抗原を検出または定量する方法であって、
　請求項１乃至８のいずれか１項に記載の前処理方法を用いる、方法。
【請求項１７】
　プロテイナーゼKを含む非特異反応抑制剤と、尿試料とを接触させる工程を含む、尿試
料中の多糖抗原を検出または定量するための免疫学的測定法における非特異反応の抑制方
法。
【請求項１８】
　前記多糖抗原が肺炎球菌またはレジオネラに由来する請求項１７に記載の非特異反応の
抑制方法。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在免疫学测量方法中抑制非特异性反应的
方法，用于检测或定量尿液样品中的多糖抗原。一种用于检测或定量尿
样中多糖抗原的免疫学测量方法中的预处理方法，包括使含有蛋白酶的
非特异性反应抑制剂与尿样接触的步骤。此外，使用含有蛋白酶的非特
异性反应抑制剂，该蛋白酶用于检测或定量测定尿液样品中多糖抗原的
免疫学测定方法。
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